
厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業） 
分担研究報告書 

 

 

慢性に経過する痒疹２６例の検討―分類不能な痒疹の位置づけについてー 

 

 

分担研究者  西澤 綾    防衛医科大学校皮膚科 

端本宇志    防衛医科大学校皮膚科 

佐藤貴浩    防衛医科大学校皮膚科 

           横関博雄    東京医科歯科大学大学院皮膚科学分野 

 

研究要旨  慢性痒疹には結節性痒疹と多形慢性痒疹の二つが知られるが、いずれとも判断しがた

い痒疹群を経験する。慢性に経過する痒疹患者２６例について検討したところ、結節性痒疹５例、

多形慢性痒疹５例であり、残りの１６例はどちらとも分類しがたい症状を呈していた。悪性腫瘍が

誘因と考えられた例は極めて少なかった。分類不能な一群は、蕁麻疹様紅斑を伴って広範囲に病変

をみる病型が主体であり、TARC 値が他の２型に比して高く、またステロイド全身投与歴のあるも

のが多かった。分類不能な痒疹の位置づけについてさらに検討する必要がある。 

 

Ａ 研究目的 

痒疹は急性痒疹、亜急性痒疹、慢性痒疹に分け

られる。日本皮膚科学会における診療ガイドラ

インでは、慢性痒疹として結節性痒疹と多形慢

性痒疹の二つをあげ、その概念を定義した。し

かし多形慢性痒疹の定義にはいまだあいまい

な点があるため皮膚科医によってとらえ方に

差を生じている。また診療の現場では結節性痒

疹とも多形慢性痒疹ともつけがたい痒疹群を

経験する。 

 

Ｂ 方法 

慢性に経過する痒疹患者２６例についてその

臨床病型と検査データ、原因などにつき検討し

た。 

 

Ｃ 結果 

２６例の痒疹患者のうち結節性痒疹５例、多形

慢性痒疹５例であり、残りの１６例はどちらと

も分類しがたい症状を呈していた。いずれの痒

疹においても悪性腫瘍が誘因と考えられた例

は極めて少なかった。分類不能な一群は、蕁麻

疹様紅斑を伴って広範囲に病変をみる病型が

主体であり、TARC 値が他の２型に比して高く、

またステロイド全身投与歴のあるものが多か

った。 

 

Ｄ 考察 

痒疹患者では悪性腫瘍の検索が勧められてい

るが、関連が確認される例は非常に少ないこと

は注目に値する。また分類不能な痒疹は病変の

範囲が広いことや、紅斑性病変が目立っている

ことに特徴があるが、個疹の反応は多形慢性痒

疹に類似している面もある。したがって多形慢

性痒疹と病態は同じで、その重症型ないし悪化

時の状態を見ている可能性もある。ステロイド

の全身投与が表現型の修飾に関与しているか

どうか検討が必要である。

 Ｅ 結論 



 

分類不能な痒疹の位置づけ、そして多形慢性

痒疹の定義と概念については今後検討の余地

がある。 
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